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　目的を達成するために、市民会議では、青少年団体や地区育成組織の助成及び活動の奨励として、

活動助成金の交付、また、活発に行われるよう研修会・講演会の場を提供しています。

市民会議の中心となって活動している『14地区青少年育成組織』では、クリーン作戦、花壇づく

り等を実施し、「環境美化」に努めたり、「明るい家庭と地域づくり」のため1こ、あいさつ運動を行

ったりして、青少年の育成を図っています。

本年度は、特にこうした活動のさらなる充実に努めるとともに豊かな心の育成を一層図ることを

重点として、より積極的に青少年の健全育成に努めることになりました。

青少年時代は、温かさ、忍耐力、責任感、寛容さ等豊かな心の基が育つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆ol謁
最適期と言われています。この機を逃さず、みんなで力を合わぜて青少年

の健全な成長を願っていきたいものです。

　ところで、B4地区青少年育成組織」を中心とした諸活動は、各地域の

特1性をよくふまえて、創意に満ちた有効な活動が沢山整えられています。

青少年の積極的な参加を期待しています。
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市民会議には14の地区青少年育成組織があります。各地域の対策委員の方々を中心に活動しています。

Nα 地　域　組　織　名 氏　名
1 外ケ輪小学校区青少年育成連絡会 高橋　大作
2 御免町・一中校区健全育成会議 浮島　一雄
3 猿橋小学校区青少年健全育成協議会 本間　博利
4 二葉地区青少年育成協議会 前田二三夫
5 住吉小学校区青少年育成協議会 槙坂　宣弘
6 松浦地区青少年健全育成協議会 藍川　敏之
7 佐々木地区青少年健全育成会議 渡辺　Xq昭

No．

8
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11
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14

　　　地域組織名
川東地区青少年育成協議会

五十公野地区健全育成協議会

米倉小学校区青少年健全育成協議会

菅谷地区青少年健全育成協議会

赤谷地区青少年育成協議会

加治地区青少年健全育成協議会

東豊小学校区青少年育成協議会

　氏　名

阿部　雅嗣

斎藤　修三

諏訪　　豊

馬場　泰市

坂井　　仁

村田　政昭

富樫　政晴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
ア尋劇4司5臼麗硫鍋腎鍵‡育成品民禽麟目営委員紹介 rJ

運営委員会は市民会議の審議機関です。運営委員はいろいろな分野の代表者で組織されています。

No． 氏　　名 選　出　母　体
1 斎　藤　光　夫 自治会連合会
2 宮　村　嘉　吉 自治会連合会
3 加　藤　和　麿 自治会連合会

4 吉　田　奈津子 社会教育委員

5 斎　藤　吉　夫 民生委員・児童委員連合会
6 中　山　道　子 少年補導・相談委員会
7 長谷川　好　行 新発田警察署生活安全課

8 湯　浅　喜　六 交通安全協会
9 小山　志賀之助 健民少年団

10 永　松　批　子 子ども会連合会
11 坂　井　　　仁 赤谷地区緑の少年団
12 大　森　睦　夫 スポーッ少年団

13 高　橋　　　剛 ボーイスカウト新発田第1団
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　氏　名

島津延明
長谷川　　　徹

吉　田　一　弥

五十嵐　憲　彌

小　宮　　皓

高橋大作
浮島　　雄
槙坂宣弘
斎藤修
阿部雅嗣
渡　辺　和　昭

村　田　政　昭

　　　選出母体
市PTA連合会
小学校長会

中学校長会

学識経験者

学識経験者

外ヶ輪育成協

御免町育成協

住吉育成協

五十公野育成協

川東育成協

佐々木育成協

加治育成協
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14年度総会を終えて（H14．525）
　　　　　各世帯より会費をいただきました。ご協力ありがとうございました。

13年度決算報告

薦麟舎
18．1％

繰越金328千円6．0％

収　　入
5，518千 会費

4，190千円
75．9％

雑収入1千円O．O％

市補助金
t‘Ooo千円
18，0％

14年度予算額

　　繰越金328千円6．0％

器29千奇、象轟

　　　　　76，0％

　　　　通信運搬費
　

　

7

　

消耗品費57千円1．1°／・

旅　費20千円0．4％

負担金3千円0．1％

　金100千円1．8％

耗品費60千円1．1％

修費40千円0．7％

　費50千円0．9％

備費35千円0．6％

担金4千円0．1％

　　　　　14年度活動助成費の400万円は下記の組織団体に助成されました。

14地区青少年育成組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年育成団体
組　織　名 助成金額（円） 組　織　名 助成金額（円） 団　体　名 助成金額（円）

外ヶ輪小学校区
青少年育成連絡会

329，000

※50．000

川　　東　　地　　区

青少年育成協議会
172，000 市子ども会連合会 500，000

御免町・一中校区

健全育成会議
296，000 五十公野地区

健全育成協議会
197，000 市健民少年団 102，000

猿橋小学校区
青少年健全育成協議会

357，000 米倉小学校区
青少年健全育成協議会

105，000

※50，000

市スポーッ少年団 120，000

二　　葉　　地　　区

青少年育成協議会
237，000

菅　　谷　　地　　区

青少年健全育成協議会
128，000

ボーイスカウト
新発田第　1団

47，000

赤谷地区緑の少年団 33，000

住吉小学校区
青少年育成協議会

256，000
赤　　谷　　地　　区

青少年育成協議会
84，000

車野地区緑の少年団 37，000
松　　浦　　地　　区

青少年健全育成協議会
119，000

加　　治　　地　　区

青少年健全育成協議会

168，000

※50，000 市少年団体連絡協議会 20，000

佐　々　木　地　区
青少年健全育成会議

147，000

※50，000
東豊小学校区
青少年育成協議会

291，000 市少年補導・相談
委　　　員　　　会

55，000

特別対策事業助成金

組　　織　　　名 助成金額（円）
外ヶ輪小学校区青少年育成連絡会

佐々木地区青少年健全育成会議
米倉小学校区青少年健全育成協議会

加治地区青少年健全育成協議会

50，000

50，000

50，000

50，000

※特別対策事業では、地域組織の育成と強化、子どもの
　主体性と豊かな心を育てる活動の推進を図るために、

　学校週5日制への対応・子どもの心を育てる活動等を
　新たに重点的に実施する地区育成協を指定し助成する
　ことにいたしました。
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